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腰骨下腹神経

腸 骨厳?主神経

一一腹壁筋へ
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腰部交感神経

震仙郡神経幹

閉鎖神経

腹筋枝

陰部枝
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、 1湯目要員百

#..~ 

1 ・ 外倶IJ大腿

度神経

¥ 

D ， z~ L.の前枝からJj父り、腰椎の 1 ，1 ，]側の大JJ!t!! íí万

の中にわる 。

そのオ支は、

l 腸骨下腹神経: 第 12肋聞神経の lて を、

と併行してがi下方に走り、筋校を側腹筋併に、

皮宇支をドJJ笈 11\1 、日妥脅\1 に出す 。

2. 腸骨胤径神経 1 の i直下をHi'行して走り、

筋校を側服筋群に与え、対え後管を通り除緩ま

たは Jd徐容に分イ討。

3. 陰部大腿神経: 車\11 1，、神経で大腰筋の 仁l:rで 2

つ に分れ、 li会縁部 ( 大陰唇)の皮 j斉放び胤f進出\，

皮脂に分平[l・する の

4. 大腿神経: 最も大きい校かある (後述 )υ

5. 閉鎖神経: (1釘主 )。

これ

腰神経叢

腰神経叢 ( P I. lumbalis) 

解剖

藤方形筋: 月要神経搬の枝と肋間神経から支配

され 、 JJ~邸を械に屈曲させる。

タト斜腹筋 、 内斜腹筋 、 摘腹筋: 腹壁を収納さ

機能と臨床

C 

刊さる 。

腸腹筋: 大腿を }ffi曲する 。 L 2 ・ 3 からでにI.l\た

JJ要神経殺の枝と 、 大j峰神経の校から支配され

る 。

外側大腿皮神経 : 本神経は |口l 部の J支店・ に災常

感 、 知覚低下を米たさせる。 これを大腿外倶1]

部異状感覚症( M e ra l g i a p ares th etica ) という u

l京凶は不明である 。

大腿神経
外側l大腿皮神経 と

その傷害による知覚低下 陰部大腿神経


